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裏面日射強度推定手法研究の背景・目的

結論 参考文献

結果（８月1日の裏面日射強度実験）

垂直設置した両面PVモジュールの
影と天空率を考慮した裏面日射強度の推定

両面PVモジュールは，裏面でも発電するが自身の影や

裏側の建物などによって日射強度が減少するため，影と
天空率を考慮していない従来の方法では実際よりも発電
量を高く推定する。影と天空率（Sky View Factor: SVF)を
考慮した裏面日射強度の推定手法が必要である

影とSVFを考慮した裏面日射強度推定手法を提案し、
その有効性を検証する

背景

本研究の目的

𝐼𝐼𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟 = 𝐼𝐼𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 + 𝐼𝐼𝑟𝑟𝑠𝑠𝑠𝑠

裏面には直達日射は当たらないので、裏面日射強度𝐼𝐼𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟は天空散乱成分𝐼𝐼𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠と地

面反射成分𝐼𝐼𝑟𝑟𝑠𝑠𝑠𝑠で構成される。𝐼𝐼𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠は左図のように裏面からのSVFを加え、三つのモ

デルで比較した。また、𝐼𝐼𝑟𝑟𝑠𝑠𝑠𝑠は影を考慮モデルに影からのSVFを加え、三つのモデル

で比較した。
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実験

CH1

日付 時刻 設置方法

5月25日 13:00－16:00 東西軸

6月28日 12:30－16:30 東西軸

7月26日 12:40－16:40 東西軸

8月1日 12:10－16:40 東西軸

裏面日射強度の測定実験

使用器具 ： モジュール[縦幅1.12m, 横幅0.97m]
日射計,魚眼カメラ

傾斜角： 90゜
裏面日射強度の実測値 ： CH2
全天と直達日射強度 ：精密日射計と直達日射計

天空率：魚眼カメラ（CH2とCH4の位置に設置）

アルベド：小型日射計をCH5に下向きに設置し，

地面で反射した日射強度を測定し算出

実験の写真

精密日射計と直達日射計
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図1 均一モデルで天空散乱成分を推定する場合
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・ 全体的に不均一モデルのHay&Davies
モデルとReindl モデルの方が全実験の

平均MAEが少ない。

・ Hay&Daviesモデルでは影だけ考慮する

場合の平均MAEが最小となり、天空率を

考慮すると平均MAEは増加した。

・ 影と天空率の両方を考慮した場合は

Reindl モデルで最小のMAEが得られた。
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図2 Hay&Daviesモデルで天空散乱成分を推定する場合 図3 Reindl モデルで天空散乱成分を推定する場合

均一モデルとReindl モデルでは天空率を考慮した方が結果が良くなり、Hay&Daviesモデルでは天空率を考慮しない方が結果が良くなる
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